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２．大学の将来構想 

 

 本学は我が国第２の都市である横浜市の公立大学と

して、商学部と医学部を中心として、実学と地域に根

ざした研究教育に取組んできた歴史を有する。そして、

小規模大学ながらも、生命科学分野に関しては第１級

の知的資源をかかえ、環境ホルモン研究、構造生物学

研究、細胞極性研究等のライフサイエンス分野におい

て、特色ある教育研究拠点としての実績を有している。

このことは、研究者一人あたりの科学研究費の獲得実

績において、長年にわたり一貫して全国十数位位程度

を維持していることにも現れている。本学はこのよう

な基礎研究面での実績に加えて、神奈川県という人口

密集地域の医療の中心的な担い手として、臨床医学の

各分野での大きな実績を有している。 

 

① 大学の教育研究計画 

 社会における大学の最も重要な役割は、「特色」ある

「本物」の科学の追求にあり、個人発信型の研究を通じ

て、真に創造的な人材を養成することにある。上述した

これまでの基礎研究面での実績も、その多くは個人の努

力の集大成として得られてきたものといえる。一方に

おいて、社会は大学に対して、より多くのものを求めて

いる。平成17年度の独立行政法人化にあたり、このよ

うな新しい社会の期待に応えうる存在価値のある大学

として更に発展するための戦略的な体制の構築にむけ

た様々な制度改革を進めている。そして、「特色」あ

る「本物」の科学の追求という基本的な立脚点を踏まえ

て本学が有する特色を更に伸ばすと同時に、「教育重視」

「学生中心」「社会貢献」という基本理念を改めて掲

げることとした。 

 

② 「個性輝く大学」「国際競争力のある大学づくり」

に向けた構想 

 上述した基礎研究と大都市医療の担い手という本学

の二つの大きな特色を更にのばす目的で、基礎研究の

成果を医療に還元する強力な体制を構築し、基礎研究

から臨床医学に至るシームレスなライフサイエンスの

世界的教育研究拠点を形成する。 

 まず、医学研究科の教育研究体制の強化を計ると同

時に基礎と臨床の垣根をできる限り少なくする目的で、

博士課程の抜本的な改組を行なう。さらに、国際化の

推進と研究水準の向上に向けて、理化学研究所を含め

た他機関との教育研究面での連携を推進する。更に、

この構想を実現するための中心的な機構として、大学

直轄の先端医科学研究センターを新設する。これは、

ライフサイエンスの成果を医療に還元する為の様々な

機能の支援と調整機能を有するものとする。さらに、

教育面でこの構想を実現する目的で、医学研究科を中

心とした生命科学系大学院部局全体を再編した「生命

医科学系大学院」の設置を検討する。 

  

③学長を中心としたマネジメント体制 

 大学のたゆまない改革を実現させる為に、トップダ

ウンの意志決定を可能とする大学機構の抜本改革を行

なう。人事面では、学長の下に人事委員会を設置し教

員人事を統括する。産学連携や他機関との教育研究連

携の推進、更に大学の戦略研究費の配分などの目的で

研究推進センターを設置する。国際化の推進に向けて、

国際化推進センターを設置する。 

 本21世紀COEプログラム「細胞極性の本態解明に基づ

く未来医療創生」は、基礎研究から臨床医学に至るシ

ームレスなライフサイエンスの世界的教育研究拠点を

形成するという、大学の将来構想を先導するものと位

置づけており、その実現に向けた学長のマネジメント

体制の中心となる機構として、21世紀COEプログラム推

進本部を設置する。そして、人事面からの支援、研究

スペースの優先的配置、積極的な情報発信への支援、

他機関との学生や教員の積極的な交流を支援する。 

 

３．達成状況及び今後の展望    

 

① 達成状況 

・ 大学運営の抜本改革 

 平成17年度の独立行政法人化にあたり、「教育重視」

「学生中心」「社会貢献」という理念を改めて掲げ、

大学の機構、運営、人事の全般に至る抜本的な機構改

革を行った。様々な試行錯誤を繰り返しているが、こ

れにより、理事長・学長体制の下に大学の総力を結集

する体制が整った。 
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・ 大学院の組織改編 

 平成15年度に、医学研究科の博士課程を改組し、医

学研究科長を医学部長と独立させて、教育研究体制の

強化を計った。さらに、大学の中期計画において医学

研究科を中心とした生命科学系大学院部局全体を再編

することを盛り込み、平成22年度中には「生命医科学

系大学院」の設置のめどをつける方向で検討している。 

 

・ 国内外の国際レベルの他機関との教育研究連携の

推進 

 平成13年度に設置した生体超分子専攻と理化学研究

所との連携大学院を更に拡大発展させ、平成15年には

医学研究科を含む大学全体で理化学研究所との連携協

定を締結した。さらに、平成20年には、医学研究科と

の連携大学院を設置した。 

 横浜国立大学と包括協定を締結して教育研究連携を

進めた。特に情報研究院・工学研究院と医学研究科と

の間では、交換講義や大学院学生の交換、その他の様々

な連携を進めた。 

 米国食品医薬品庁(FDA)とは、平成18年に世界発の教

育面での連携協定を締結し、平成19年には共同シンポ

ジウムと大学院学生や教員の交流を進めた。 

 

・ 先端医科学研究センターの設置 

 平成18年度に先端医科学研究センターの設置に向け

た事務機構として、先端医科学研究課を設置した。 

 平成19年度には、バイオバンクの整備を開始すると

同時に９個の研究プロジェクトを立ち上げた。 

 平成20年度には、本21世紀COEプログラム「細胞極性

の本態解明に基づく未来医療創生」で進めてきた拠点

研究室における、基礎と臨床の共同研究の取り組みを

完全に継承し、プロテオーム、セローム、疾患モデル、

ゲノムの解析センターを整備中である。 

 

② 今後の展望 

 

 本拠点計画「細胞極性の本態解明に基づく未来医療

創生」は、医学系の教員に加えて理系の教員も参加す

る等、上述した本学の将来構想を先取りするものと位

置づけている。これと平行して、大学院イニシアティ

ブプログラムを活用し、臨床研究の推進体制を医学研

究科の教育プログラムと附属病院に設置する等、基礎

科学から臨床医学への統合的教育研究体制の充実を目

指した試みを進めている。 

＜国内外研究機関との連携＞ 

 上述の取り組みと併せて、国内外の他機関との相互

互恵の連携を大きな柱と位置づけている。理化学研究

所とは包括協定の下に、教育面、研究面での連携大学

院としての密接な協力関係を構築していく。横浜国立

大学とは教育及び研究の両面で既に医工学連携を進め

ている。更に、米国FDAとは包括協定の下に教育面、研

究面での連携を行うこととし、今年1月に共催で国際学

術フォーラムを開催した。今後も本拠点形成のために

人材交流を進めていくこととしている。 

＜学内資源配分支援＞ 

 組織整備として、平成18年に部局を超えた医学研究

を推進するために、先端医科学研究センターを設置し

た。本拠点における研究活動は、先端医科学研究セン

ターの研究開発部、研究支援センター（ゲノミクス、

プロテオミクス、セロミクス、実験動物、ＲＩ）が支

援するが、この組織を支援する事務組織として先端医

科学研究課を設け、順次増員を図っている。本拠点の

事務運営についてはこの組織が担当する。 

 経費負担では、大学全体として平成20年度には先端

医科学研究センターに積極的に投資をすることとして

おり、重点事業として位置付けている。 

 スペース整備として、先端医科学研究センターは、

平成22年度中に建物建設を検討しており、連携研究教

育活動の場を提供する予定としている。また、理化学

研究所との連携のための拠点として、鶴見キャンパス

近隣に本研究拠点のためのスペース確保を検討してい

る。 

 産学連携支援では、産学連携推進本部（研究推進セ

ンター）及び先端医科学研究課を中心として、知財管

理、研究成果の技術移転と産学連携を支援している。 

 臨床との連携として、附属病院における臨床研究、

治験の推進に向けた支援室、機関審査委員会の整備を

進めており、本拠点形成においての臨床面でのフィー

ルド拡大を図っている。 

＜教育研究支援＞ 

 本拠点での取り組みの成果の現行大学院体制への反

映はもとより、更には時代のニーズにふさわしい生命

医科学系大学院設置に向けた学内調整を学長中心に進

めている。研究者支援として、ＲＡ、ＴＡ登用による

能力活用、１で記述した海外連携を活用した海外留学

推進を行う。また人材交流のための経費負担も予定し

ている。 
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機 関 名 横浜市立大学 学長名 布施 勉 拠点番号 Ｆ25 

１．申請分野 
Ｆ<医学系> Ｇ<数学、物理学、地球科学> Ｈ< 機械、土木、建築、その他工学> Ｉ<社会科学> Ｊ<学際、複合、新領域> 

２．拠点のプログラム名称 

（英訳名） 

細胞極性システム研究に基づく未来医療創成 （からだの形づくりの仕組みの解明から病気の克服へ）

（Cell Polarity System and Future Medicine） 

※副題を添えている場合は、記入して下さい(和文のみ) 

    研究分野及びキーワード <研究分野：基礎医学>(生体分子医学)(細胞分化・組織形成)(分子遺伝学)(再生医学)(細胞内シグナル伝達)

３．専攻等名 

大学院医学研究科・生命分子情報医科学、生体機能医科学、生体システム医科学、大学院国際

総合科学研究科・バイオ科学（平成16年度まで自然システム科学）、生体超分子科学（平成16

年度まで生体超分子システム科学） 

４．事業推進担当者           計  21 名 

ふりがな<ローマ字> 

氏  名 所属部局(専攻等)・職名 
現在の専門 

学 位 

役割分担 

(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  

(拠点リーダー)    
<OHNO  SHIGEO> 

大野 茂男 
大学院医学研究科生命分子情報医科学

専攻・教授 

細胞生物学 

理博 
細胞極性遺伝子群の作用機作と役割解明、新規細胞極性関

連分子探索 
<OGATA  KAZUHIRO> 

緒方 一博 
大学院医学研究科生命分子情報医科学

専攻・教授 

生化学、構造生物学 

医博 
極性形成とがん化に関わる分化制御タンパク質超分子複合

体の精製と解析 
<GOSHIMA YOSHIO> 

五嶋 良郎 
大学院医学研究科生命分子情報医科学

専攻・教授 

分子薬理神経生物学 

医博 
ニューロンの極性・回路形成と細胞内輸送系との機能相関

の解明 
<ISHIKAWA YOSHIHIRO> 

石川 義弘 
大学院医学研究科生命分子情報医科学

専攻・教授 

循環制御医学 

医博 
セカンドメッセンジャーを介した細胞極性調節機構の解明

<UMEMURA  SATOSHI> 

梅村 敏 
大学院医学研究科生命分子情報医科学

専攻・教授 

病態制御内科学 

医博 
循環器系組織における極性形成遺伝子ネットワーク異常と

病態の解析 
<KUBOTA  YOSHINOBU> 

窪田 吉信 
大学院医学研究科生命分子情報医科学

専攻・教授 

泌尿器病態学 

医博 
癌細胞におけるタンパク質ネットワーク解析と前立腺癌治

療への応用 
<OKUDA  KENJI> 

奥田 研爾 
大学院医学研究科生体システム医科学

専攻・教授 

生体制御医学 

医博 
ワクチン作用と免疫制御における細胞極性形成機構解析 

<NISHIMURA YOSHIFUMI> 

西村 善文 
大学院国際総合科学研究科生体超分子

科学専攻・教授 

構造生物学 

薬博 
分子構造に基づく細胞極性制御タンパク質ネットワーク解

析 
<HAYASHIZAKI YOSIHIDE> 

林崎 良英 
大学院国際総合科学研究科生体超分子

科学専攻・客員教授 

ゲノム科学 

医博 
トランスクリプトーム・ゲノム解析による新規極性形成遺

伝子同定のための基礎提供 
<MIYAZAKI  KAORU> 

宮崎 香 
大学院国際総合科学研究科バイオ科学

専攻・教授 

細胞生物学 

理博 
細胞外マトリックス分子による細胞の接着と極性形成の調

節機構 
<SHIMADA  HIROSHI> 

嶋田 紘 
大学院医学研究科生体機能医科学専

攻・教授 

消化器病態学、外科学 

医博 
癌細胞のトランスクリプトーム解析とゲノム解析癌の診断

法の開発 
<ISHIGATUBO YOSHIAKI> 

石ヶ坪 良明 
大学院医学研究科生体システム医科学

専攻・教授 

免疫病態学 

医博 
極性形成機構の感染防御、免疫疾患への展開応用 

<MIZUKI  NOBUHISA> 

水木 信久 
大学院医学研究科生命分子情報医科学

専攻・教授 

視覚器病態学 

医博 
極性形成機構の視覚器と神経再生への展開応用とゲノム解

析 
<TANIGUTI HIDEKI> 

谷口 英樹 
大学院医学研究科生体機能医科学専

攻・教授 

再生医学 

医博 
極性遺伝子発現制御による肝幹細胞培養技術の展開応用 

<SAKAKI  YOSHIYUKI> 

榊 佳之 
大学院医学研究科生命分子情報医科学

専攻・〔非常勤講師〕 

ゲノム科学 

理博 
細胞極性遺伝子群のゲノム解析を通じた疾患との関わりの

解析 
<HIRANO HISASHI> 

平野 久 
大学院国際総合科学研究科生体超分子

科学専攻・教授 

タンパク化学 

農博 
プロテオーム技術を用いた細胞極性形成機序の解明 

<SEKIHARA HISAHIKO> 

関原 久彦（平成16年3月11日辞退） 

大学院医学研究科生体機能医科学専

攻・教授 

内分泌代謝内科 

医博 
生活習慣病の病態における細胞極性システムの役割解明と

ゲノム解析 
<TERAUCHI YASUO> 

寺内 康夫(平成16年12月28日追加) 

大学院医学研究科生体機能医科学専

攻・教授 

分子内分泌･糖尿病内科学

医博 
生活習慣病の病態における細胞極性システムの役割解明と

ゲノム解析 
<KUROIWA YOSHIYUKI> 

黒岩 義之 
大学院医学研究科生体システム医科学

専攻・教授 

神経内科学 

医博 
神経疾患の病態における細胞極性システムの役割解明とゲ

ノム解析 
<MATSUMOTO NAOMICHI> 

松本 直通(平成19年3月7日追加) 

大学院医学研究科生命分子情報医科学

専攻・教授 

人類遺伝学 

医博 
ボディプランに関わる細胞極性関連遺伝子の単離研究 

<TAKAHASHI TAKUYA> 

高橋 琢哉(平成19年3月7日追加) 

大学院医学研究科生命分子情報医科学

専攻・教授 

生理学 

医博 
シナプス可塑性における細胞極性システムの役割解明 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ １ ９ 合   計 

交付金額(千円) 126,000 117,500 137,900 
129,320 

（12,932） 

126,000 

（12,600） 
636,720 
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６．拠点形成の目的 

 

細胞極性の基本原理の理解の重要性 

 疾患の理解に基づくその克服には、細胞集団

としての生体の理解が必要である。遺伝子や分

子レベルでの解析手法の発展の陰で、細胞集団

である組織・器官に特有な現象の理解は大きく

遅れている。 

 このような中で、組織形成・維持の基盤とし

ての「細胞」の構築・作動原理の解明が進んで

きた。なかでも、生化学・分子生物学、細胞生

物学、遺伝学、発生学などが発展・融合した最

先端分野のひとつとして、細胞における分子や

装置の秩序だった配置（細胞極性）を制御する

普遍的な機構の存在が明らかとなってきた。 

 細胞極性の破綻は細胞の異常増殖を初め

様々な細胞の機能異常を招き、これが生命現象

の根元に関わることや、がんやその他の様々な

疾患との関わりが指摘されてきたが、その本態

の解明は大きく遅れてきた。 

 今後、細胞極性の本態解明が更に進むことに

より、再生医学、腫瘍医学、神経科学、免疫ア

レルギー学などの分野に大きな革新を与える

ことが必要である。 

 

基礎生命科学と臨床医学との連携による新た

な教育研究体制の構築の必要性 

 人材育成面においては、細胞の基本的な性質

の理解と共に、構造生物学及びゲノム科学の視

点を、臨床医学の分野に導入すると同時に、基

礎研究にも臨床医学という新たな視点を取り

入れることが必要であり、そのような複層的な

柔軟な視点を有する人材を育成するための、新

たな人材育成の仕組みの構築が必要である。 

 

拠点の学術面での目的 

 本拠点は、細胞極性研究を先導する実績と、

「構造生物学・ゲノム科学」という研究領域の

実績、更には臨床医学の実績を踏まえて、「細

胞極性」の研究分野を「タンパク質ネットワー

ク」の視点を取り入れて発展させ、その本態を

解明する。同時に、一連の研究を臨床医学の諸

領域との相互の啓発のもとに行なうことによ

り、細胞極性と疾患との関係の解析を通じて、

基礎細胞生物学の領域に新たな展開をおこす

と同時に、臨床医学の領域に新たな視点を取り

入れることを目的とする。 

 細胞の基本的な機能の一端をゲノム、分子及

び組織・細胞レベルで解明し、細胞極性システ

ムとも言うべき、独自の領域を創成し、未来医

療の基盤を創成する事を目的とする。 

 

拠点の人材育成面での目的 

 将来の臨床医学の発展には、構造生物学及び

ゲノム科学の視点を、臨床医学の分野に導入す

ると同時に、細胞の基本的な性質の理解を下に

した細胞集団として生体を理解する視点が必

要である。そしてこれらを総合的に捉える事が

必要である。そのためには、専門分野にとらわ

れず、異分野の視点を取り入れる姿勢を植え付

けることが必要である。 

 本拠点では、細胞極性をキーワードとして、

基礎の様々な分野の国際レベルの研究者と、臨

床医学の諸領域の研究者による、様々なレベル

での共同の取り組みを通じて、複層的で柔軟な

思考のできる、国際レベルの人材を養成する事

を目的とする。 

 

拠点形成の体制面での目的 

 本拠点の大きな強みであるライフサイエン

スの成果を、もう一つの強みである臨床医学に

生かす事により、世界水準の研究教育拠点を形

成することを構想している。本21COE拠点では、

学長を中心とした全学的な支援の下に、この構

想を先導し、医学研究科と総合理学研究科・木

原研究所、理化学研究所を含めた全学的な融合

的な研究教育体制を構築することを目的とす

る。具体的には、事務的及び研究技術的な研究

支援体制を確立することを大きな目的とする。 
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７．研究実施計画 

 細胞極性に関わるタンパク質ネットワーク

の解明、細胞分化、組織形成機構の本態解明と

その臨床医学への還元を目指した融合・統合的

研究を推進する。 

コア研究（Ａ）：細胞極性の本態解明に向けた

研究 

１）細胞極性関連タンパク質群に相互作用する

新規分子を同定する。プロテオーム技術、特異

抗体（リン酸化部位特異的抗体を含む）を用い

た免疫沈降などの手法を用いて網羅的に収集

し、マススペクトル解析により新規分子を同定

する。 

２）細胞極性，分化制御タンパク質ネットワー

クの分子機構の解明を目指し、機能的に重要な

タンパク質相互作用が集約されている機能制

御システムの代表として、転写制御因子と細胞

の極性形成などの分化とがん化に関わる分子

に注目し，タンパク超分子複合体の生化学的分

離と分子構造を基盤とした作用機構の解明を

行なう。 

３）細胞極性関連タンパク質群の細胞レベルで

の機能の解明に向けて、細胞生物学、生化学を

含むあらゆる手法を総動員して解析する。特に、

既知のシグナル系との関わり、細胞骨格系、細

胞内輸送系、細胞内タンパク質分解系、遺伝子

発現制御系などとの関わりに重点を置く。ここ

では本拠点でこれまでに蓄積した、様々な細胞

培養手法と細胞機能検定系を利用する（ニュー

ロンや各種幹細胞などを含む）。 

４）細胞極性遺伝子に変異をもつモデル動物を

用いて個体レベルでの機能の解析を進める。組

織特異的ノックアウトマウスなどの作成や既

存のマウスの表現型の解析を通じて、疾患モデ

ルマウスや組織や臓器再生に関わる細胞極性

関連因子の解析をすすめる。 

 

コア研究（Ｂ）：細胞極性タンパク質ネットワ

ークと各種疾患・治療との関連の解析 

１）細胞極性関連タンパク質群の発現変化をト

ランスクリプトーム、プロテオーム解析技術を

利用して解析する。基礎生物学的観点から各発

生ステージでの各種細胞での発現パターンを

解析するとともに、種々のがん細胞やがん組織

など、病的な状態での発現変化の解析を進め、

疾患と細胞極性との関わりを追求する。 

２）細胞極性関連タンパク質群遺伝子のSNIPと

マイクロサテライトマーカーを利用して、がん、

生活習慣病、難治性の免疫疾患や神経疾患など

の疾患との関わりを重点的に解析する。 

展開研究：上記の解析で明らかとなった細胞極

性に関わる重要分子につき、がん、生活習慣病、

免疫疾患、神経疾患などの治療、診断、予防を

目指した展開研究と組織再生への応用研究を

行う。 

 

インキュベート研究：上記の研究と平行して、

学内から募った優秀な研究者の発想を重視し

た関連研究（インキュベート研究）を行う。 

新たな融合研究体制の構築（融合研究の舞台と

しての拠点研究室の設置と運営） 

 

 上述の研究は、福浦キャンパス、鶴見キャン

パス、木原研究所内に新たに設置する拠点研究

室で行う。これが、異なった領域の融合の中心

となる。拠点研究室においては、上述のコア研

究に加え、臨床医学への展開を推進する展開研

究を平行して同じ場所で進める。同時に、これ

らを技術的にサポートするサポート研究を行

う。ここに特任教員（シニアとジュニア）を置

き、ラボの運営面での実務も担当させる。さら

に、学内外から募集した共同研究や、有能な若

手研究者の独自の発想で研究する場を提供す

るインキュベートラボを上記研究室内に設置

する。インキュベートラボには、臨床系の研究

者を積極的に受入れ、臨床サイドからの発想を

常に意識した研究を展開すると同時に、成果の

臨床医学への具体的な還元を模索する。 

 拠点リーダーが中心となって拠点共同発表

会を定期的に開催し、拠点全体の研究の融合を

確保する。特任教員（５年任期）の配置や、教

育計画の項で示す国際化などの緒計画と合わ

せ、コア研究、サポート研究、展開研究、イン

キュベート研究が互いに相互啓発可能な、研究

教育環境を構築する。 
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８．教育実施計画 

 

 ライフサイエンスの未来医療への還元を担

う人材養成の大きな柱は、新しい融合学問領域

の創成をめざした世界水準の研究への参加経

験である。これに加え、下記の取り組みを計画

している。これらを合わせて、大学院生を含む

研究者養成の面での理想的な研究教育環境を

構築する。これらの取り組みを通じて、ライフ

サイエンスの成果を未来の臨床医学に還元す

る為の指導的な研究人材を創出することが大

いに期待できる。 

 

１）若手リーダー育成 

 特に有能な若手研究者については、早くから

その自由な発想の展開を支援し、これを拠点研

究の推進と展開に生かす。同時に、次世代のリ

ーダーを養成する。 

 

２）異分野交流の促進 

 理化学研究所などの支援機関との連携大学

院の充実、インキュベートラボへの参加、特に

臨床教室や付属病院からの臨床医の積極的な

参加を支援することにより、研究者個人のレベ

ルで日常的に異分野と交流できる環境を作る。 

 

３）国際化推進 

 学会や共同研究などの海外派遣制度、外国人

研究者や大学院生の受入体制の整備、外国人大

学院生の経済支援、海外の共同研究先への短期

派遣、英語による拠点内の情報交換、セミナー

の推進などを通じて、拠点の国際化をさらに推

進する。 

 

４）大学院生などの若手研究者の経済支援制度

の充実 

 一定の資格を満たす大学院生を拠点研究ア

シスタントとして雇用したり、学会参加などの

経済支援を行うなど、大学院生と若手研究者に

対する経済的な支援体制を格段に充実する。 

 

５）博士課程学生の学力向上を目的とした教育

高度化 

 上述の策に加え、複数指導教員学位論文の中

間審査や予備審査制度の導入により、研究指導

を充実する。 

 

６）情報化の推進 

 拠点ホームページ（ＨＰ）を利用して、本拠

点で行われている研究教育活動を学内外に広

く公開する（公開ＨＰ（日本語と英語））。同

時に、拠点内の研究者間で進捗状況や計画など

をリアルタイムで提供させることを目的とし

て、拠点内専用ＨＰ（英語）を立ち上げて情報

化を推進し、研究の推進と若手研究者の養成の

一助とする。 
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９．研究教育拠点形成活動実績 

①目的の達成状況 

1)世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体
の目的達成度 

 

 本研究教育拠点においては、学長のリーダー

シップの下に、基礎の様々な分野の国際レベル

の研究者と、臨床医学の諸領域の研究者による、

様々なレベルでの共同の取り組みを行い、これ

らを通じて、複層的で柔軟な思考のできる国際

レベルの人材を多数養成する事ができた。本拠

点における若手研究者に対する教育プログラ

ムの一部は、医学研究科の教育プログラムに組

み込まれ、今後も継続される。 

 学術面では、細胞極性の本態解明を進めて世

界での細胞極性研究の一拠点を形成すると同

時に、細胞極性と疾患との関わりを明確に示す

ことにより、細胞極性システムとも言うべき独

自の領域を創成した。 

 本拠点での取り組みは、従来ほとんど交流の

無かった、理系と医系の教員学生の交流を大い

に促進し、合同の研究会の実施や他の外部グラ

ントの申請を極めて活発化させると同時に、振

興調整費「先端融合イノベーション創出拠点」

の採択など実際に多くの共同研究プロジェク

トの立ち上げが進むなど、全学的な融合的な研

究教育体制を構築する事ができた。さらに、本

拠点での取り組みを踏まえて、基礎研究のシー

ズを臨床医学につなげる新組織として、平成22

年度の建物の建設を目指した先端医科学研究

センターが昨年度に発足し、この取り組みが継

続される予定である。 

 平成１９年７月26日に行われた外部評価会

議の際には、特に学術面で独自の成果をあげて

いる点が高く評価された。 

 これらを踏まえ、世界最高水準の研究教育拠

点形成計画全体の目的は十分に達成した。 

 

2)人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

 博士課程学生を中心とした若手研究者の能

力開発に関わる様々な取り組みとしては、博士

課程学生の自発的な取り組みに対する経済的

支援制度（COEフェロー）、英語発表能力向上

プログラム、博士研究員の活用、合同の研究発

表会、シンポジウムや３０回に及ぶセミナーな

どを通じて、各々の専門分野の深化に加えて、

異分野の交流や国際化を進め大きな成果を上

げた。合同のリトリートとして学生の発表練習

と若手教員の指導練習の二つの意味を持たせ

た試みも特に人材育成面で大きな成果をあげ

た。 

 拠点形成面では、本拠点のいくつかの試みを

医学研究科の教育カリキュラムに組み込む予

定である。また、近い将来の生命医科学研究科

の設置に向けた検討を進めている。 

 

3)研究活動面での新たな分野の創成や、学術的
知見等 

「細胞極性」というキーワードを掲げることに

より、古くて重要でありながら未だに理解が不

十分な細胞・組織の形態或いは空間配置の観点

から、各専門分野の重要課題を考え直す機会を

提供すると同時に、下記の目標を達成した。 

 

＜細胞極性の本態解明＞ 

細胞極性のキー遺伝子（タンパク質）である

aPKC-PAR系に関して、フォーカストプロテオミ

クスの手法を開発して細胞極性タンパク質群

のネットワークの解析を進め、新規の関連分子

を多数同定した。その制御に関わるLgl, 下流

因子としてのPAR1を同定した。更に、aPKCや

PAR3の遺伝子破壊を利用したマウス個体レベ

ルでの機能解析を通じて、１個の細胞の極性が

組織の極性・秩序と表裏一体であることを様々

な組織で証明した。PAR1がラミニンの組織化を

制御すること、ユートロフィン・ジストログリ

カン複合体を介して、細胞外基質環境を制御し

ていることを見出した。 

 

＜細胞極性と各種疾患との関連＞ 

aPKCの組織特異的ノックアウトマウスの解析

から、乳腺上皮細胞の過形成の分子機構を解明

した。ヒト乳癌を模擬するモデルとなることが

確認された。同様に、腎糸球体ポドサイトにお

けるスリット膜の形成維持の新たな機構、神経

幹細胞の維持への関わり、レンズ上皮細胞の維

持と分化への関わりなどを見出した。このよう

に、細胞極性遺伝子がほ乳類において様々な病

的状態と大きく関わっていることを証明した。

上記について、ヒト疾患との関わりの解析も開
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始しており、乳癌において上記のマウスモデル

と同様な症例を見出している。PAR1に関しては、

北大の畠山Gとの共同で、ピロリ菌の病原タン

パク質であるCagAの細胞標的であることを見

出した。ユートロフィンはジストロフィンの上

皮細胞版であり、筋ジストロフィー症への関与

が予想されるに至っている。 

 

 これらに加えて、以下に述べる様々な研究成

果を得た。ゲノム解析の成果を基盤としたプロ

テオーム解析、プロテアソームの翻訳後修飾の

網羅的解析、酵母における細胞極性関連タンパ

ク質複合体の検出と機能解析、ハイスループッ

トのタンパク質相互作用や翻訳後修飾を解析

するための新規プロテインチップの開発を行

った。ゲノム解析に適したゲノムマイクロアレ

ーの研究開発を行い、様々な疾患ゲノム解析に

応用しつつある。一方、遺伝子上での複数の転

写制御因子による協調的活性制御の解析へと

研究を発展させた。癌の増殖と浸潤メカニズム

における細胞外環境としてラミニン５という

新規ラミニン分子の役割を見出し、ラミニン５

のγ2鎖が癌の浸潤性増殖を促進することを見

出した。また前立腺癌のAT1受容体からのシグ

ナル伝達の解析、RAGE遺伝子の前立腺がんへの

関与を世界に先駆けて明らかにした。神経系に

おいては、神経ガイダンス分子の情報伝達に関

わるCRMPを中心にその詳細な分子メカニズム

とアルツハイマー病、統合失調症、アトピー性

皮膚炎などとの関連を明らかにした。また細胞

内外の機能分子の局在制御機構についてのモ

デルを提唱しつつある。更に神経系におけるグ

ルタミン酸受容体などの機能分子のシナプス

への局在化、すなわちトラフィッキングとスト

レス、病態との関連を in vivoにおいて検証し

つつある。高血圧の成因遺伝子の研究を多施設

との共同研究によりQTL解析、マイクロサテラ

イトマーカーによる全ゲノムスキャンなどに

より４つの新規成因候補遺伝子を明らかにし

た。レニン・アンジオテンシン系やNEdd4によ

るナトリウムチャネル制御と高血圧の成因・病

態との関連を明らかにした。また磁性体を用い

た創薬を考案し臨床応用にむけ研究を開始し

つつある。また生物製剤関連では、全く新しい

方法論を確立し、35種類のヒト糖鎖の調整に成

功し、生物製剤として利用されているエリスロ

ポイエチン、インターフェロンベータ等の糖タ

ンパク質の合成への道筋を開いた。また臨床研

究においては若年性突発性関節炎に対する抗

IL-6抗体療法の第三相試験、米国FDA、MD 

Anderson癌研究所と共同し脳腫瘍に対する

IL-13 cytotoxinの新しい放射科学治療薬開発、

エストロジェン受容体イメージングPET製剤を

開発しつつある。 

 

4)事業推進担当者相互の有機的連携 

 本拠点は、理系・医学系・理研に所属する先

端生命科学研究に関わる教員・学生と、臨床系

の教員・学生とが「細胞極性」という、共通の

キーワードを掲げて参加したという点で大き

な特徴がある。５年間の様々な取り組みを通じ

て、異分野の研究者間の共同研究が大きく進展

すると同時に、基礎生物学の一分野に過ぎなか

った「細胞極性」の分野が、いくつかの疾患に

直接関わることが明確とする、大きな成果を得

た。 

 

5)国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

 本拠点形成計画の取り組みを踏まえて、全学

の研究センターとして、先端医科学研究センタ

ーが平成22年度の建設を目指して昨年度に発

足した。先端医科学研究センターは、プロテオ

ミックス、ゲノミックス、セロミックス（幹細

胞ソーティングやイメージング等を含む）とい

った研究支援者による高度研究支援体制を組

み込んだものとなる。 

 理化学研究所とは、これまでの教育研究面で

の連携を更に発展させ、平成２０年度からは、

理系に加えて医学研究科も連携大学院を設置

した。横浜国立大学とは教育及び研究の両面で

医工学連携を進めてきた。更に、米国FDAとも

包括協定を締結し、若手研究者の教育と研究面

での交流を組織的に行いつつある。  

 生命科学研究者と臨床教室との共同体制の

試みの集大成として、医学研究科を中心として、

理系、文系をも巻き込んだ、「生命医科学系大

学院」の設置の検討を進めている。 

 

6)国内外に向けた情報発信 

 本拠点の学術的な成果のすべては、内外の学

横浜市立大学（Ｆ25）―6頁 



 
 

様式２ 
【公表用】 

横浜市立大学（Ｆ25）―7頁 

会のシンポジウムや、国際的な専門誌に公表或

いは公表準備中である。 

 本拠点の拠点形成面での活動は、発足当初か

らそのすべてをWebに公開してきた。

（http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/~coe2

1/） 

 これに加え、横浜国立大学の二つの21COEプ

ロジェクトと共同で、CEL(Communication, 

Envirment, Life Science) シンポジウムとし

て、市民の啓発を目的として年１回開催した。 

 専門化向けのシンポジウムも行い、最終年度

には、Cell Polarityというタイトルで、細胞

極性研究を主導する内外の専門家を招いた国

際シンポジウムを開催し、細胞極性研究を医学

の一分野として認知させることに大きく貢献

した。 

 

7)拠点形成費等補助金の使途について（拠点形
成のため効果的に使用されたか） 

 本拠点形成費等補助金の多くは、COEフェロ

ー（博士課程学生RA）、COEフェロー（PD）、

COE特任教員など、若手研究者の育成に用いた。

これに加えて、既存の施設や他のグラントの設

備を利用した研究支援体制の維持と「細胞極

性」に関わる共同研究プロジェクトに用いた。

これらはいずれも期待通り、教育面、研究面、

拠点形成面で成果を上げた。 

 

②今後の展望 

 本拠点形成プログラムにおける、学内の生命

科学研究者と連携大学院を組む理化学研究所

の研究者との連携、臨床教室の研究者との連携

は、学内の共同研究の機運を大きく前進させる

役割を果たした。同時に、大学による組織的な

支援体制の整備を強力に促進する役割をも果

たした。これらが相まって、先端医科学及び生

命科学関係の外部資金の取得に大きな効果を

上げつつある。 

 これに加えて、臨床研究に関しては大学院イ

ニシアティブプログラムを活用して医学研究

科の教育プログラムに組み込むと同時に、附属

病院における臨床支援体制の整備を進めた。そ

の結果、基礎生命科学から臨床医学への教育研

究体制が格段に充実することとなった。その核

となる先端医科学研究センターの整備も進行

中である。 

 このように、本プログラムを存分に活用して、

小規模大学の小回りの良さを存分に発揮して、

大学の強みと特徴を踏まえた、「世界的な医学

研究拠点」の形成に向けた準備が着々と整いつ

つある。 

 

③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内
外に与えた影響度） 

 上述したように、本拠点形成プログラムは、

学内及び横浜市に対して、本学の強みである生

命科学の基礎研究と臨床医学とを結びつける

新たな分野の推進が、本学の大きな社会的使命

であることを再認識させる効果を示した。その

意味で、医学教育研究拠点形成という大学の構

想の実現に大きく貢献した。 

 学術面では、細胞極性という基礎生物学の一

分野を、医学の一分野とした功績は極めて大き

い。平成１９年暮れに国際湘南村で開催した世

界発といってよい、細胞極性の本格的な国際シ

ンポジウムには、第一線で活躍する世界の研究

者が参集すると同時に、これをきっかけとして、

世界レベルの出版社から「細胞極性」を主題と

する専門書籍の出版計画を提案されるなど、大

きな反響を呼んだ。 
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機 関 名 横浜市立大学 拠点番号 Ｆ25 

拠点のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称 
細胞極性システム研究に基づく未来医療創成 

（からだの形づくりの仕組みの解明から病気の克服へ） 

１．研究活動実績 
①この拠点形成計画に関連した主な発表論文名・著書名【公表】 

 ・事業推進担当者（拠点リーダーを含む）が事業実施期間中に既に発表したこの拠点形成計画に関連した主な論文等 

〔著書、公刊論文、学術雑誌、その他当該プログラムにおいて公刊したもの〕） 

・本拠点形成計画の成果で、ディスカッション・ペーパー、Ｗｅｂ等の形式で公開されているものなど速報性のあるもの 

※著者名（全員）、論文名、著書名、学会誌名、巻(号)、最初と最後の頁、発表年（西暦）の順に記入 

    波下線（   ）：拠点からコピーが提出されている論文 

下線（   ）：拠点を形成する専攻等に所属し、拠点の研究活動に参加している博士課程後期学生 
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②国際会議等の開催状況【公表】 

（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待講演者

（３名程度）） 

 

1）第1CELジョイント・シンポジウム－健康で豊な未来社会をめざして－ 

【開催時期】2004年8月30日（月）【場所】横浜情報文化センター 

【参加者人数】約300名（うち外国人参加者数約5名） 

【主な招待講演者】 

・河野 隆二（横浜国立大学教授） 

・浦野紘平（横浜国立大学教授） 

 

2）10th International Charles Heidelberger Symposium 

【開催時期】November 4-7, 2004【場所】Shonan Village Center, Kanagawa Japan  
【参加者人数】約150名（うち外国人参加者数約30名） 

【主な招待講演者】 

・Joseph R. Landolph  (USC / Los Angeles , CA ) 

・I. Bernard Weinstein ( Columbia Univ. / New York , NY ) 

・Stuart H. Yuspa (NCI / Bethesda , MD ) 

・Bengt Gustavsson ( Sahlgrenska Univ. Hospital / Goteborg , Sweden )  

 

3）21世紀COEプログラム共催 横浜市立大学木原生物学研究所セミナー  

「組織構築の原理と細胞外マトリックス分子 －基礎から応用へ」 

【開催時期】2005年3月11日 【場所】横浜市立大学 木原生物学研究所 

【参加者人数】約70名（うち外国人参加者数約5名） 

【主な招待講演者】 

・浅島誠（東大・院・総合文化）  

・清木元治（東大・医科研） 

・関口清俊（阪大・蛋白研） 

 

４）第２回 CEL・ジョイント・シンポジウム－未来医療を横浜から創る－ 

【開催時期】2006年1月17日（火）【場所】横浜国立大学 教育文化ホール 

【参加者人数】約150名（うち外国人参加者数約5名） 

【主な招待講演者】 

・岩澤 多恵（神奈川県立循環器呼吸器病センター）    

・河野 隆二（横浜国立大学未来情報通信医療社会基盤センター長） 

・荻島 尚之（横浜市） 

 

５） 2006国際医療ICTシンポジウム－安心・安全の医療社会基盤を創る：先端情報通信技術と先端医科学の連携－ 

【開催時期】2006年12月1日（金）2日（土）【場所】横浜市立大学 福浦キャンパス ヘボンホールおよび講堂 

【参加者人数】約200名（うち外国人参加者数約10名） 

【主な招待講演者】 

・Michael Marcus (Director, Marcus Spectrum Solutions, Paris, France, Former Associate Chief of Technology Office 

of Engineering and Technology, Federal Communications Commission) 

・David Whitlinger (President and Board Chairman, Continua Health Ａlliance, Director, Healthcare Device Standards, 

Intel Corporation) 

・Ari Pouttu and Matti Hamalainen (Universit of Oulu Finland) 

 

６）横浜市立大学21世紀COEプログラム国際シンポジウム CELL Polarity2007 

【開催時期】2007年12月9日(日) ～10日(月)【場所】湘南国際村センター 

【参加者人数】145名（うち外国人参加者数 15名） 

【主な招待講演者】 

・Kenneth J. Kemphues (Cornell University, USA)  

・Daniel St. Johnston (University of Cambridge, UK) 

・Keith Mostov (UCSF, USA) 

 



 
様式３ 

 

横浜市立大学（Ｆ25）―4頁 

２．教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を

含む）、実施時期、具体的内容 

＜若手育成プログラム（事業推進担当教室以外の教員）＞事業推進担当者となっていない教室の

若手教員を対象とした共同研究提案の選抜により、研究費を助成（5年間で延べ44名）し、拠点の

学術面での研究目標の達成に大きく貢献した。特に、多くの臨床科をまたぐ臨床検体を用いた研

究が大きく進むこととなった。准教授に昇任したり、他施設のPIに採用された者もいる。 

 

＜COEフェロー（博士研究員、特任教員、5年間で延べ27名）＞経験者は、助教や他施設の研究員

に採用されたり、JSTのさきがけプログラムに採用されたり、大きな実績を上げた。  

 

＜COEフェロー（博士課程学生）＞年間約30名の博士課程学生（5年間で合計149名）に対し、選抜

の上で研究活動補助を行うことにより、学生と教員に対する競争的環境の醸成と意欲ある学生の

研究活動に大きく貢献した。 

H15年度 H15年10月～H16年3月 6ヶ月 32名 

H16年度 H16年5月～H17年3月 11ヶ月 34名 

H17年度 H17年5月～H18年3月 11ヶ月 31名 

H18年度 H18年6月～H19年3月 10ヶ月 23名 

H19年度 H19年6月～H20年3月 10ヶ月 29名 

 

＜英語発表能力向上プログラム（博士課程学生）＞年間18名の博士課程学生（5年間で90名）に対

し、 

選抜の上で、英語プレゼンテーションの特別トレーニングコースを開講し（ベルリッツとの共同

開発プログラム）、海外の学会でポスター賞を受賞するなど、目に見える実績を上げた。 

H15年度 ３ヶ月（２００４年１月～３月）21名 

H16年度 ３ヶ月 （２００４年１２月～３月）18名 

H17年度 ３ヶ月 （２００５年１２月～３月）21名 

H18年度 ３ヶ月 （２００５年１２月～３月）18名 

H19年度 ３ヶ月 （２００７年１２月～３月）14名 

 

＜コミュニケーション技術（論文作成技術）の講座＞医学研究科のカリキュラムに反映させた。

 

＜夏期合同リトリート＞様々な試みの末に、「大学院学生研究支援とプレゼンテーションの鍛錬」

「若手教員の学生指導演習の鍛錬」という二つの目的を明確化した。学生のみならず、助教レベ

ルの若手教員の学生指導能力の鍛錬の場として新たな仕組みを見出した。次年度以降には医学研

究科の教育カリキュラムに組み込む方向で検討を進めている。  

 

＜拠点研究室設備と高度研究支援＞この体制は、大学直轄の組織として既に発足した「先端医科

学 

研究センター」に発展的に継承する。先端医科学研究センターに「ゲノミクス、プロテオミクス、

セロミクス」の高度研究支援機能を組み込み、全学の学生と教員が選考の上で利用可能な状態を

目指して整備が進んでいる。 

 

＜21COE特別セミナー＞学外の関係の研究者を招き、セミナーを公開で行う。２８回開催。 

＜研究推進委員会＞学内の関係の研究者が一同に会して、持ち回りで研究発表を行う。９回開催。
 



機関名：横浜市立大学 拠点番号：F25 

 

２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果 

 

（総括評価） 

 設定された目的はある程度達成された 

（コメント） 

ａＰＫＣ－ＰＡＲシグナルなどの研究において、多くの成果をあげており、評価できる

が、事業推進担当者相互の有機的連携に基づく成果が不足しており、特に、本事業の中核

となる細胞極性と疾患との関連については、得られた知見は限られており、インパクトが

不足している。また、ＣＯＥとして何をターゲットにしているのか明白になっておらず、

未来医療の創成を標榜しているが、臨床医学との連携については、組織的取り組みが具体

化されておらず、人材育成面においても特色ある取り組みが見受けられず、ごく一般的な

状況に終始しているように見受けられる。 

人材育成面については、若手リーダーの育成、異分野交流の促進、博士課程大学院生の

教育高度化などが計画されたが、具体的な取組が事業結果報告書において明確になってお

らず、効果が見受けられない。また、中間評価においても、「人材育成の内容の充実に努

力していただきたい」とコメントしたが、特任助手、准教授の採用を行っている以外に、

人件費の大きな増額や組織的な改革などが見受けられない。 

研究活動面については、ＰＫＣシグナルの研究で一定の成果をあげたが、疾患との関連

等において、プログラムの中核に据えたが、成果はＫＯマウスを用いた可能性を示す程度

にとどまっており、未来医療の創成につながったとは言い難い。また、臨床医学との連携

を具体的にどのように組織的に推進したのか明確でない。 

事業終了後も細胞極性の本態解明の研究は、拠点リーダーを中心に持続的に展開される

と思われるが、疾患との関連に一層注目して研究を進めていくことが望まれる。 

 
 

 



機関名： 横浜市立大学  拠点番号： F25  

 

 

２１世紀ＣＯＥプログラム平成１５年度採択拠点事後評価 

評価結果に対する意見申立て及び対応について 
 

 

意見申立ての内容 意見申立てに対する対応 

【申立て箇所】 

 研究活動面については、ＰＫＣシグナルの研究で一定

の成果をあげたが、疾患との関連等において、プログラ

ムの中核に据えたが、成果はＫＯマウスを用いた可能性

を示す程度にとどまっており、未来医療の創成につなが

ったとは言い難い。また、臨床医学との連携を組織的に

推進する取組が見受けられない。 

 

 

【意見及び理由】 

臨床医学との連携を組織的に推進する取組について

は、事業結果報告書Ｐ２、・先端医科学研究センターの

設置に記載されている通り、バイオバンクを整備すると

ともに、そこで得られたバイオメディカルリソースを活

用する目的で基礎と臨床の共同研究を主体とした研究

プロジェクトを選考を経て発足させるなど、本COEプロ

グラムの取り組みを先端医科学研究センターに取り入

れる事により、基礎と臨床の連携を大学として組織的に

推進する仕組みを作った事を申し添えたい。 

【対応】 

以下の通り修正する。 

研究活動面については、ＰＫＣシグナルの研究で一定

の成果をあげたが、疾患との関連等において、プログラ

ムの中核に据えたが、成果はＫＯマウスを用いた可能性

を示す程度にとどまっており、未来医療の創成につなが

ったとは言い難い。また、臨床医学との連携を具体的に

どのように組織的に推進したのか明確でない。 

 

【理由】 

事業結果報告書に記載されている申立てにある内容

を含めて評価した結果であり、臨床医学との連携を具体

的にどのように組織的に推進したのか明確でないこと

を指摘したものであるが、その趣旨が明確になるよう、

修正した。 
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